
※はたちのつどい実行委員のみなさん

祝！成 人
１月 13 日に開催された成人式「はたちのつどい」
今年の新成人は２３７人です。
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鏡開きをする主催者と来賓の皆さん

八千代町新春賀詞交換会開催

日本消防協会長表彰
〇功績章
　副団長　沢木清司
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　消防司令長　中茎克博
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　（令和元年台風 19 号）
　八千代町消防団
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　第２分団分団長　　高田尚
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　第４分団副分団長　秋葉敬之
　第５分団班長　　　野村直樹
　第６分団部長　　　太田一徳
　第７分団団員　　　江面健一
〇優良分団
　第６分団

〇 20 年無火災行政区
　粕礼行政区
団長表彰
〇優良団員
　第２分団団員　赤塚啓希
　第２分団団員　山口司
　第３分団部長　久保明人
　第４分団部長　青木裕哉
　第４分団班長　青谷晃
　第５分団班長　髙塚正勝
　第５分団班長　松村善徳
　第６分団班長　古沢余始民
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消防関係者表彰（敬称略）

八千代町消防出初式挙行
　

１
月
11
日
、
役
場
駐
車
場
や
中

央
公
民
館
等
で
、
八
千
代
町
消
防

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

冬
の
寒
空
の
下
、始
め
に
人
員
・

姿
勢
・
服
装
の
点
検
、
幼
年
消
防

隊
の
防
火
パ
レ
ー
ド
、分
列
行
進
、

消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
放
水
試
検

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
貢
献
し

た
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
小
菅
康
司

消
防
団
長
は
「
い
か
な
る
と
き
も

強
固
な
消
防
精
神
を
持
ち
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
最
善

の
努
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　１月 12 日、ビ・アーンジュ YUKIYA で、八千
代町・八千代町商工会・常総ひかり農業協同組合
の共催で、令和２年新春賀詞交換会が開催されま
した。町の発展と活性化を図る目的で行われてお
り、今回は約 260 人の参加者を迎え盛大に開催
されました。谷中町長は「今年は私にとっても挑
戦の年であると考えています。町政に寄せられる
期待の大きさを自覚し、町のさらなる発展のため
に、様々なことに全力でチャレンジしていきたい
と考えていますので、今後とも皆さまのご支援、
ご協力をお願いします」とあいさつ。新年を迎え、
改めて町発展のための協力体制を確認し合いました。
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問　下館税務署（℡ 0296-24-2121）
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※申告書の作成には時間がかかりますので、相談内容
　が複雑な場合は、午後３時頃までにお越しください。
※会場が混雑している場合は、受け付けを早めに締め
　切ることがあります。

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す

こ
の
申
告
は
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
八
千
代
町
に
住
所
の
あ
る
人
が
令
和
元
年
（
平
成
31
年
）

中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）、不
動
産
所
得
、雑
所
得
（
年
金
等
）、

　

配
当
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
方

●
給
与
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
次
の
場
合

　

ア　

勤
務
先
か
ら
八
千
代
町
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

　
　
　

れ
て
い
な
い
方

　

イ　

２
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
方

　

ウ　

令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
中
に
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

　
　
　
（
再
就
職
し
て
前
職
分
を
合
算
し
、
年
末
調
整
を
さ
れ
た

　
　
　

方
は
除
く
）

　

エ　

給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
方
（
給
与
以
外
の
所
得
が

　
　
　

20
万
円
以
下
で
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合
も
、

　
　
　

町
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）

●
町
・
県
民
税
は
所
得
が
な
く
て
も
そ
の
旨
の
申
告
が
必
要

　

で
す
。

●
各
種
借
入
金
、
扶
養
、
住
宅
、
在
留
資
格
の
申
請
に
必
要
な

　

所
得
・
課
税
等
の
証
明
書
を
必
要
と
す
る
方

●
申
告
が
必
要
な
ひ
と

■
該
当
す
る
場
合
に
必
要
な
も
の

■
社
会
保
険
料
控
除

　

国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
（
証
明
書
）

■
生
命
保
険
料
控
除

　

生
命
保
険
料
・
介
護
保
険
料
、
個
人
年
金
の
支
払
額
証
明
書

■
障
害
者
控
除

　

障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

■
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
控
除

　

小
規
模
企
業
共
済
掛
金
の
支
払
証
明
書
・
確
定
拠
出
年
金
の
支
払

　

証
明
書

■
地
震
保
険
料
控
除

　

長
期
損
害
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の
支
払
額
証
明
書

■
勤
労
学
生
控
除

　

学
生
証
の
写
し

■
寄
付
金
控
除

　

寄
付
金
支
払
証
明
書

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

１
年
目　

住
民
票/

借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書/

売
買
契
約
書
・
請

　
　
　
　

負
契
約
書
・
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し/

家
屋
の
登
記
簿
謄

　
　
　
　

本/

敷
地
の
登
記
簿
謄
本
・
売
買
契
約
書
の
写
し
（
借
入
金

　
　
　
　

に
敷
地
等
の
購
入
分
が
含
ま
れ
る
場
合
）

２
年
目　

借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書/

税
務
署
か
ら
届
い
た
住
宅
借

　
　
　
　

入
金
等
特
別
控
除
申
告
書

■
医
療
費
控
除
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細

　

書
□
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
場
合

　

預
貯
金
の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）
が
分
か
る
も
の

●
申
告
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
は
除
く
）

●
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
）

●
令
和
元
年（
平
成
31
年
）中
の
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

●
収
支
内
訳
書
（
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
の
あ
っ
た
方
）

問    税務課住民税係
        （内線１５２０）

会　　場 下館税務署
筑西市丙 116 番地 16 しもだて合同庁舎

開設期間 ２月 17 日（月）～３月 16 日（月）
※土曜日・日曜日・祝日を除く

受付時間 午前８時 30 分～午後５時
※相談は午前９時～午後４時

下館税務署から確定申告のお知らせ



前回の集いの活動の様子
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福　祉 

長寿支援 問：長寿支援課
　　高齢福祉係（内線 1210）軽度生活援助事業

八千代町地域自立支援協議会

　この事業は、援助が必要な高齢者のお宅に、私
たち訪問介護員（ヘルパー）が伺い、有料で日常
生活上のちょっとしたお手伝いをしています。
　利用希望の方は、役場長寿支援課までご相談く
ださい！

【利用対象者】
日常生活上の援助が必要な方で以下のどちらかに該当
する方
① 65 歳以上で、ひとり暮らしの方
②高齢者のみの世帯の方

【サービスの内容】
〇買い物の代行
〇お掃除（居室など、日常生活で使用する部分）
〇公共料金等のお支払いの代行
〇役所への書類等のお届け
〇お話相手　など
※日常生活上の家事の範囲を超えるものは対象外

（犬の散歩、庭の草取り、窓掃除など）

【費用】
1 時間あたり 2,000 円の利用料に対し、10％の自己負
担額があります。
※２時間利用した場合
2,000 円×２時間× 10％ =400 円（自己負担額）

問：福祉課
　　障がい福祉係（内線 1420）

　この協議会は、障がい福祉関係者が連携を図り、障がい者が地域で自立した
生活を営むことができるよう話し合うために作られた団体です。
　11 人の委員が年３回ほど会議をしたり、広報紙「ここだより」を発行したり、
講演会や集いを開催するなどして、より多くの皆さんに障がい者自立に対して
の理解を促し、誰もが暮らしやすい地域社会を作るために活動しています。

参加者募集！

      【第 7 回　集おう！おしゃべりしよう！】
　人と話すのが苦手、障がいのある家族のことで困って　
　いる、障がいがあるけれど友達を作りたい、いろいろ
　な思いを持ち寄り、一緒におしゃべりやスポーツをし
　ませんか？

　日　時：３月７日（土）午後 1 時 30 分～３時 30 分
　場　所：農村環境改善センター（八千代町菅谷 898-157）
　内　容：宝探し、おしゃべり
　参加費：100 円（保険・飲み物代）
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しっかり予防！ヒートショック

税の広場 令和元年分の確定申告
令和２年度分町・県民税申告相談日程

問：税務課
　　住民税係（内線 1520）

健康増進 問：保健センター
　　℡ 0296-48-1955

　「ヒートショック」とは、気温の低い屋外から暖かい屋内への移動や、暖かい部屋から寒い部屋への移動など
による急激な環境温度の変化によって、血圧が上下に大きく変動することをきっかけにして起こる健康被害のこ
とです。血圧の変動は血管や心臓に負担をかけ、心筋梗塞や脳卒中につながることもあります。

冬の温度差への対策
〇寒い脱衣所やトイレは小型の暖房器具で暖める。
〇風呂場の床にスノコやマットを敷いておく。
〇シャワーで浴室にお湯を溜めることで、浴室全体を暖める
〇すでに浴槽にお湯が溜まっている場合は、入浴前にフタを　
　開けておく。
〇窓ガラスに断熱フィルムを貼ったり、窓にカーテンを付け
　るだけでも、外から入り込んでくる冷気を防ぐことができる。
〇タイマーが使える暖房器具の場合は、起床時間の少し前か
　らタイマーでスイッチを入れ、起きるころに部屋が暖まる
　ようにする。
〇外出時は防寒対策を万全にし、防寒着に加え、冷たい外気
　に直接触れないようマフラーや手袋、マスクやニット帽な
　ども活用する。

暖かい室内
血圧安定

寒い脱衣所
血管が縮み血圧上昇

寒い浴室
血圧がさらに上昇

熱めの浴槽内
血管が広がり血圧低下

会　　場 役場１階町民ホール 受付時間    《午前の部》９時～ 11 時 30 分
   《午後の部》１時～４時 30 分

期　　日 対象地区 期　　日 対象地区

２月 17 日（月）仁江戸東・仁江戸西・粟野
沼森・片角・中野 ３月３日（火）本田・前山・松山・天王木番田・築

越六軒・二ツ釜・平塚新田
18 日（火）苅橋・東大山・太田・沼森 ４日（水）道前六保・水口・松本
19 日（水）貝谷・川尻・今里・本郷 ５日（木）久下田・新井・袋・野爪

20 日（木）蕗田・東蕗田・新地・福岡・栗山 ６日（金）八町・坪井・高崎・大渡戸・大里・
小屋

21 日（金）尾崎・大間木・芦ケ谷新田・舟戸・
仲坪・山の神 ９日（月）西豊田地区

25 日（火）神山・磯・村貫東・村貫西 10 日（火）安静地区

26 日（水）佐野東・佐野西・瀬戸井・兵庫沼端・
前田 11 日（水）中結城地区

27 日（木）若・高野 12 日（木）下結城地区
28 日（金）伊勢山・根の谷・菅谷西 13 日（金）川西地区

29 日（土）全地区　※午前のみ休日受付
（受付：午前９時～ 11 時 30 分） 15 日（日）全地区　※午前のみ休日受付

（受付：午前９時～ 11 時 30 分）
３月２日（月）西大山・塩本・下山川・粕礼 16 日（月）全地区

　下表の日程で申告相談を行います。混雑緩和のため地区ごとの相談期日での来場をお願いします。なお、午
前中は混雑が予想されますので、午後の時間帯での来場をお薦めします。

※金曜日は午後６時 30 分まで時間を延長して受け付けます。
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Topics
町公式フェイスブックでは、取材の様子や紙面掲載
以外の写真もご紹介しています。ぜひご覧ください。
みなさんの「いいね」お待ちしています。

まちの話題

あ
ん
し
ん
高
齢
社
会
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　12 月 23 日、役場庁議室で男女共同参画
プラン検討委員会が谷中町長に、第２次八千
代町男女共同参画プランについての答申書を
提出しました。新城雪子委員長は、男女共同
参画社会の実現に向けて、計画の趣旨や内容
について町民に周知し「女（ひと）と男（ひ
と）ともに認め合い誰もが輝けるまち」の推
進に努めるよう要望しました。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
答
申
書
を
提
出

答申書を谷中町長に渡す検討委員会の皆さん
　高齢社会を地域で支える支援体制構築の一
環として養成講座が行われ、1 月 14 日に全
３回の講座が修了し、９人にボランティア登
録証が渡されました。今回で登録者は 50 人
を超え、地域の高齢者向けボランティア活動
での活躍が期待されます。修了者は「とても
有意義でした。今後は地域の方に少しでも貢
献できたらと思います」と抱負を語りました。

長寿支援課長から登録証を受け取る修了者

広告 広告

令和２年はたちのつどいを開催

　昨年 45 年ぶりに茨城県で行われた、第
74 回国民体育大会で多大な貢献をした功績
を称え、茨城県体育協会の大井川和彦会長か
ら八千代町役場に対し感謝状が渡されまし
た。これは、同大会で８位以内に入賞した選
手が所属する企業等に対し贈られ、役場職員
の金中竜児選手がボクシング競技で第２位の
成績を収めたことで受賞したものです。

茨
城
県
体
育
協
会
か
ら
感
謝
状

感謝状を受け取った谷中町長と金中さん

　1 月 12 日、中央公民館で令和２年はたちのつど
いが開催されました。今年の新成人は男子 157 人、
女子 137 人の計 294 人です。実行委員長の古賀
海都さんは「他人を思いやること、失敗を恐れず
挑戦する気持ちを手放さないことを胸に刻み、明
るく希望に満ちた未来を切り開いていきます」と、
はたちの決意を述べ、大人としての第一歩を踏み
出しました。

実行委員の皆さん

実行委員長の古賀海都さん



広告

優勝した平塚の皆さん

　　

　8 月 31 日、９月１日に開催された第 55 回和道流空手道全国大会で、
古河第一高等学校３年の玉田信哉さんが組手高校生男子の部で優勝、
下結城小学校６年飯山朱莉さんが形５・６年生女子の部でベスト８の
敢闘賞を獲得し、12 月 25 日に師範の飯岡均さんと一緒に谷中町長
へ表敬訪問しました。玉田さんは「現役最後として臨んだ大会で優勝
を目指していました。最後まで冷静に試合が出来た結果、優勝できて
とても嬉しかったです」と喜びを表現。飯山さんは「緊張して固くなっ
てしまった反省を活かして、次は優勝できるように頑張ります」と試
合を振り返りました。

第 55 回和道流空手道連盟全国大会で優勝と敢闘賞
－ 　如水会の玉田信

ち か や
哉さんと飯山朱莉さん　－

右から飯岡師範、飯山さん、谷中町長、
玉田さん
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　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 18 回茨城県低学年バドミント
ン大会

〔と　き〕10 月 22 日（火）
〔ところ〕筑西市下館総合体育館
〔主　催〕茨城県小学生バドミントン
連盟

〔主な結果〕
２年生男子シングルスの部
第３位　古澤翔
３年生男子シングルスの部
第３位　猪瀬嵩人
３年生女子シングルスの部
第３位　木瀬颯希

■第 95 回ママさん・第 81 回町民
バレーボール大会

〔と　き〕10 月 27 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町体育協会、八千代
町バレーボール連盟

〔主な結果〕
ママさんの部
優　勝　平塚
準優勝　仁江戸
町民の部
優　勝　八千代町役場

スポーツ大会の結果

■第 18 回明野ちびオープン小学生
シングルス大会未就学ちびちび交流
大会

〔と　き〕11 月３ 日（日）
〔ところ〕筑西市下館総合体育館
〔主　催〕明野ちびっこバドミント
ンクラブ

〔主な結果〕
未就学児男子シングルス
準優勝　斎藤孝志郎
男子シングルスＡクラス
準優勝　岩田元徠
男子シングルスＣクラス
第３位　古澤翔
女子シングルスＢクラス
優　勝　古澤彩乃

優勝した八千代町役場の皆さん

■第 47 回 八 千 代 町 民 バ ス ケ ッ ト
ボール大会

〔と　き〕11 月 16 日（土）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町体育協会、八千
代町籠球連盟

〔主な結果〕
優　勝　エンペラ－
準優勝　玉将
第３位　ＺＥＲＯ
第３位　ＥＸＰＬＯＤＥＲ

■八千代町オープンテニス大会
〔と　き〕11 月 17 日（日）
〔ところ〕町民公園テニスコート
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
準優勝　北野光夫（かてるかな？）
第３位　石井宏樹（ファミリーズ）
第３位　川村遼（ファミリーズ）

スポーツコーナー

優勝した平塚の皆さん 優勝した古澤さん

優勝したエンペラーの皆さん
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

み ん な の 広 場

宮
みや

 本
もと

恵
けい

 介
すけ

さん（下結城小６年）

　

ぼ
く
の
大
好
き
な
じ
ぃ
じ
は
、
毎
朝
途
中
ま
で
見

送
り
を
し
て
く
れ
ま
す
。
３
月
に
は
小
学
校
を
卒
業

す
る
の
で
、
一
緒
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
あ
と

少
し
だ
け
ど
よ
ろ
し
く
ね
！

　

ま
た
、
土
日
は
少
年
野
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。
送

り
迎
え
を
し
て
く
れ
た
り
試
合
が
あ
る
時
に
は
応
援

に
も
き
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
家
に
帰
る
と
ほ
め
て

く
れ
る
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
野
球
が
休
み

の
日
に
は
、
温
泉
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
一

日
中
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
過
ご
す
の
が
楽
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
じ
ぃ
じ
に
野
球
の
応
援
や

温
泉
な
ど
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
体
に

気
を
つ
け
て
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

だ
い
す
き
な
じ
ぃ
じ

　みんなに優しく
面 倒 見 の い い 陸
ちゃん。これから
も周りの人にたく
さん優しくできる
子でいてね。陸の
笑顔を見ていると
ママもパパも幸せ
な 気 持 ち に な る
よ。これからも双
子仲良く元気に大
きくなってね！篠

しのざき

崎　陸
りく

ちゃん（弟）
 平成 30 年 2 月 1 日生まれ
 　　　　　　　　　（今里）

　栄
さかえ大  好  き  な 人

笑顔がいいね !♥

　 さん（祖父）

　甘えん坊で素直
な岳ちゃん。これ
からも素直な気持
ちを忘れずにたく
さんの人を笑顔に
してね。岳の太陽
のような笑顔がマ
マもパパもだいす
きだよ。これから
も双子仲良く元気
に 大 き く な っ て
ね！ 

父　元気さん
母　知奈美さん

篠
しのざき

崎　岳
がく

ちゃん（兄）
 平成 30 年 2 月 1 日生まれ
 　　　　　　　　　（今里）



9　　広報やちよ№ 724　2020.2 月号

　　 　

こ
ん
に
ち
は
。
町
長
の
谷
中

聰
で
す
。

　

先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で

八
村
塁
さ
ん
の
特
集
を
目
に
し

ま
し
た
。

　

八
村
さ
ん
は
、
世
界
最
高
峰

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

で
あ
る
Ｎ
Ｂ
Ａ
で
日
本
人
初
の

ド
ラ
フ
ト
１
巡
目
の
指
名
を
受

け
た
、
世
界
的
な
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
。

　

富
山
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
彼

は
、
子
ど
も
の
頃
、
自
分
が

ハ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周

り
の
子
ど
も
た
ち
と
の
違
い
に

戸
惑
い
を
感
じ
て
い
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
中
学
校
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
出
会
い
、
Ｎ

Ｂ
Ａ
を
目
指
し
プ
レ
ー
す
る
中

で
「
自
分
は
何
者
な
の
か
？
」

と
自
分
に
問
い
続
け
、
悩
み
、

夢
に
挑
み
、
彼
は
成
長
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

私
は
、
彼
が
夢
に
向
か
っ
て

常
に
挑
戦
し
続
け
る
姿
に
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
未
来
へ
と

八
千
代
町
を
進
め
る
べ
く
、
新

た
な
総
合
計
画
を
策
定
す
る
大

切
な
年
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
私
は
、
大
好
き
な
八
千
代

町
を
も
っ
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

に
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に

挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
番
組
で
最
後
に
彼
は

「
自
分
は
何
者
な
の
か
？
」
と

の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。「
自

分
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
存
在
な
ん
だ
」
と
。
私
も

常
に
ユ
ニ
ー
ク︵
比
類
の
な
い
︶

で
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
存
在
で
あ
り

た
い
思
っ
て
い
ま
す
。

　

発
想
力
豊
か
に
ま
ち
づ
く
り

に
挑
戦
す
る
。
今
後
、
さ
ら
な

る
町
の
発
展
た
め
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
挑
戦
」

 町 長 の 部 屋 　vo l . 10

　
現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
？

　

県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
保

護
者
の
自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
対

象
に
、
感
情
的
に
な
ら
ず
子
ど
も

や
パ
ー
ト
ナ
ー
等
と
向
き
合
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
に
す
る
、
セ
ル
フ
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
方
法
を
お
伝
え
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

教
師
を
し
て
い
た
40
代
の
時

に
、
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
を

扱
う
部
署
で
家
庭
教
育
学
級
を
担

当
し
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

際
に
、「
子
ど
も
が
宿
題
を
や
ら

な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
泣
い

て
言
う
こ
と
を
き
か
な
く
て
困

（伊勢山）
生
なまい
井  修

おさむ
 さん セルフ・カウンセリング指導講師

として、子育て中の親子間の関わ
り方などの援助をしています。

る
」
等
、
多
く
の
保
護
者
が
悩
む

姿
を
目
に
す
る
中
、
セ
ル
フ
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
方
法
に
出

会
い
、
学
び
、
そ
れ
を
保
護
者
の

方
に
お
伝
え
し
て
い
く
中
で
、
保

護
者
の
方
々
の
表
情
が
明
る
く
変

わ
っ
て
い
く
の
を
見
て
、
学
校
教

育
と
は
違
う
楽
し
さ
や
、
や
り
が

い
を
感
じ
、
教
師
を
退
職
し
た
現

在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
理
由

は
何
で
す
か
？

　

活
動
を
す
る
中
で
、
関
わ
っ
た

保
護
者
の
方
と
の
関
係
が
今
で
も

続
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
新

た
な
繋
が
り
が
で
き
た
り
す
る
中

で
、
自
分
を
必
要
と
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
喜
び
は
と
て
も
大
き
い

で
す
。
今
後
も
一
人
で
も
多
く
、

穏
や
か
で
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る

方
が
増
え
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

インタビュー

町民の皆さまを
ご紹介していきます！
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経
済
的
な
理
由
で
、
小
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
ご
家
庭
に
対
し
、

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

援
助
を
受
け
る
に
は
、
所
得
な

ど
の
要
件
が
あ
り
、
年
度
ご
と
に

審
査
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
や

支
給
は
学
校
を
通
し
て
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
子
さ
ん
が
通

学
し
て
い
る
学
校
（
入
学
予
定
の

学
校
）
ま
た
は
役
場
学
校
教
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課
学
務
係

　
（
内
線
３
７
１
１
）

　

永
年
に
わ
た
り
多
く
の
先
人
が

創
意
工
夫
を
重
ね
て
き
た
結
城

紬
。全
工
程
が
手
作
業
で
行
わ
れ
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
技
術
「
糸
つ
む
ぎ
」
に
注

目
し
、
未
来
の
結
城
紬
を
護
る
た

め
、
糸
を
紡
い
で
い
た
だ
け
る
方

へ
、
糸
つ
む
ぎ
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
（
火
）
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

２月の納税等
  国民健康保険税（８期）
  後期高齢者医療保険料（8 期）
  介護保険料（６期）
 納期は３月２日（月）です
　　国保年金課 ( 内線 1310)
              　　　　( 内線 1330)
　　長寿支援課 ( 内線 1240)

お

知

ら

せ

パブリックコメントを募集します
～皆さんのご意見をお寄せください～

　
　町では、本年度に現行の総合戦略が計画期間の満
了を迎えるため、次期総合戦略となる『第２期八千
代町まち・ひと・しごと創生総合戦略』の策定を行っ
ています。
　このたび、案がまとまりましたので、この案に対し、
町民の皆さまからのご意見をお寄せください。

〇計画の名称　第２期八千代町まち・ひと・しごと
　　　　　　　創生総合戦略（案）

〇募集期間　令和２年２月７日（金）～ 17 日（月）

〇閲覧場所　町ホームページおよびまちづくり推進課

※意見の提出方法など、詳細については町ホーム
   ページをご覧になるか、担当課にお問い合わせ
   ください。

問い合わせ
まちづくり推進課総合戦略室（内線３２３０）

問

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
和
室　

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
（
内
線
２
２
１
０
）

　

水
戸
南
高
は
、
毎
日
通
学
で
き

な
い
方
で
も
学
べ
る
通
信
制
の
学

校
で
す
。
願
書
書
類
の
交
付
を
１

月
８
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

〇
一
般
入
学　

３
月

12
日
（
木
）
～
25
日
（
水
）
〇
編

入
学
・
転
入
学　

３
月
５
日
（
木
）

～
10
日
（
火
）
※
土
日
、
祝
日
を

除
く

　

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

（
通
信
制
）

　

０
２
９
‐
２
４
７
‐
４
２
８
４

日
時　

２
月
13
日
（
木
）
午
前
９

時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３

時
※
事
前
予
約
制

場
所　

下
館
駅
南
口
「
セ
ナ
ミ
学

院
（
下
館
駅
南
校
）」

対
象
者　

○
年
金
受
給
者
の
方
○

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け

る
方
○
年
の
途
中
で
就
職
・
退
職
・

年
末
調
整
の
済
ん
で
い
な
い
方

　

関
東
信
越
税
理
士
会
下
館
支
部

　

０
２
９
６
‐
25
‐
５
９
３
０

　　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

２
月
28
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

日
時　

2
月
20
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
を
抱
え
る

問

TEL

問

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

問TEL 問

サ
ポ
ス
テ
が
あ
な
た
の
就

職
を
応
援
し
ま
す
！

 

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達訓練を行います。この訓練は全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いたもので、八千代町以外の
地域でも様々な手段で訓練が行われます。

日　　時　２月 19 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課防災危機管理室（内線３４１０）

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

問TEL

税
理
士
会
下
館
支
部
に
よ

る
無
料
税
務
相
談

県
立
水
戸
南
高（
通
信
制
）

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

結
城
紬
「
糸
つ
む
ぎ
」
見

学
会

お知らせ版
№ 675
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印
を
ご
持
参
の
う
え
、
申
込
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
申

し
込
み
は
納
税
義
務
者
ご
と
に
な

り
ま
す
。

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
８
４

　

令
和
２
年
度
厚
生
労
働
省
補
助

事
業
自
殺
予
防
公
開
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
29
日
（
土
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

つ
く
ば
市
つ
く
ば
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

講
師　

大
塚
泰
正
氏
（
筑
波
大
学

准
教
授
）

入
場
料　

無
料

　

茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

０
２
９
‐
８
５
５
‐
８
５
０
５

　

プ
ー
ル
の
水
入
替
え
、
清
掃
お

よ
び
機
械
設
備
点
検
等
に
伴
い
２

月
17
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）
が

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

※
22
日
（
土
）
か
ら
通
常
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
、
ま
た

は
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

内
容　

課
題
克
服
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

２
月
19
日
（
水
）

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54 

‐
６
０
１
２

日
時　

２
月
15
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
２
時
※
事
前
予
約
不

要
。
当
日
先
着
順

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

相
談
内
容　

相
続
・
遺
言
、
成
年

後
見
、
家
族
信
託
、
離
婚
、
建
設

業
許
可
、
農
地
転
用
、
債
権
回
収
、

在
留
許
可
な
ど
の
法
律
問
題
や
行

政
手
続
き
な
ど

費
用　

無
料

　

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
西
支
部

雪
華
法
務
事
務
所　

細
井

　

０
２
８
０
‐
33
‐
３
６
８
５

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
が
で

き
大
変
便
利
で
す
。
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
の
窓
口
へ
通
帳
と
届
出

問

オレンジカフェやちよ
 認知症の相談もできます。
 ○２月 19 日（水）
　 　「輪投げ」
 ○３月７日（土）
　 　「ひなまつり」
 時　間：午後１時 30 分～３時
 場　所：図書館会議室
 参加費：100 円
　     地域包括支援センター
　     （内線１２２０）

　

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ

　

０
２
９
６
‐
30
‐
４
１
２
６

　　

近
年
、
送
電
線
に
農
事
用
ビ

ニ
ー
ル
等
が
付
着
す
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
農
作
業
が
ご
多

忙
の
お
り
大
変
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
風
の
あ
る
日
は
、
も
う
一

度
、
農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
等
の
状
態

を
点
検
す
る
な
ど
、
舞
い
上
が
り

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
農
事

用
ビ
ニ
ー
ル
等
が
舞
い
上
が
り
、

送
電
線
に
付
着
し
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ

リ
ッ
ド
㈱
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株

式
会
社
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０
‐
９
９
５
‐
０
０
７

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
飛
散
防

止
の
お
願
い

問

TEL

TEL

TEL

問

　  八千代町男女共同参画講演会を開催
　町では、男女が平等に社会参画し、ともに責任を
担う男女共同参画社会の実現を目指しています。男
女共同参画に関する意識高揚を図ることを目的とし
て、下記のとおり講演会を開催しますので、ぜひご
来場ください。
日　　時　２月 16 日（日）
　　　　　午後１時20分～３時30分（受付午後１時～）
場　　所　中央公民館大ホール
内　　容
○オープニングアトラクション
　八千代第一中学校、東中学校吹奏楽部による合同演奏
○講演
　テーマ「笑顔のパパが家庭・地域を変える」
　　　　　～仕事も育児も楽しむ方法～
　講師　NPO 法人ファザーリングジャパン
　　　　ファウンダー／代表理事　安藤哲也さん
※入場無料、託児あり（託児をご希望の方は２月７
　日（金）までにご連絡ください）
小中学生の「男女共同参画に関する絵画コンクール」
作品展も開催しています。あわせてご覧ください。
問い合わせ
まちづくり推進課企画政策係（内線３２１０）

自
殺
予
防
講
演
会
を
開
催

し
ま
す

自
動
車
税
の
納
付
は
口
座

振
替
で

　農業振興（農振）地域の除外手続きの
　お知らせ
　　農振地域とは、農地を守るために指定された地域
で、地域内の農用地を農業以外に使用する場合は、
農振地域からの除外手続きが必要になります。
　自己住宅の建築や、駐車場の整備等の計画が具体
化しており、除外を希望される方は受付期間内に必
要書類を提出してください。

受付期間　３月２日（月）～３１日（火）
※除外手続きには半年以上期間がかかります。
※受付けは３月と９月の年
　２回のみですので、計画
　的に手続きをしてくださ
　い。

問い合わせ
産業振興課農政係（内線２２４１）

行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
臨

時
休
館
の
お
知
ら
せ

TEL 問

TEL問

問TEL

問

●人口 22,081 人 (1,251) ●男 11,647 人 (1,057) ●女 10,434 人 (194)
●世帯数 7,710 世帯 (1,076)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 １月１日現在
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議会だより 12 月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７６

議長に 中山 勝三 氏、副議長に 廣瀬 賢一 氏が就任

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正　
　

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
住
民

票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
を

併
記
し
、
旧
姓
で
の
社
会
活
動
が

し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
行
う
も

の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
円

増
額
し
、
予
算
総
額
を
82
億
３
６

３
１
万
５
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
対
す
る
謝
礼
と
公
共
施

設
整
備
基
金
へ
の
積
立
金
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

◇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例　
　

◇
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例

◇
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

　令和元年第４回定例会は、12 月 12 日から 20 日までの９日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議長、副議長選挙や常任委員会委員の選任などが行われたほか、町執行部から令和元年度
補正予算をはじめ、条例改正など 13 議案が提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は、12 月 18 日と 19 日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
に

移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
給
料
等

の
規
定
を
整
備
す
る
ほ
か
、
人
事

行
政
の
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報

を
公
表
す
る
規
定
の
整
備
等
を
行

う
も
の
で
す
。

◇
成
年
被
後
継
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

　

「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
成
年
被

後
見
人
及
び
被
保
佐
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
不
当
に
差
別
さ
れ
な

い
よ
う
関
係
す
る
条
例
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員

及
び
特
別
職
に
係
る
給
料
等
を
改

め
る
も
の
で
す
。

● 

条　

例

● 

専
決
処
分
事
項
承
認

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り

町
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
第
26
代
八
千
代
町
議
会
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
鋭
意

努
力
し
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

現
在
、
当
町
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
に
よ
る
財

政
の
圧
迫
、
硬
直
化
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
行
政
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
議
会
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、
当
町
の
更
な
る
発

展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
今
後
も

議
会
だ
よ
り
や
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
よ
り
多
く
の
議
会
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
議
員
一
同
一
丸
と
な
り
、
当
町
の
魅
力
を
活
か
し
た
、

安
心
安
全
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

議　長　中
なかやま

山 勝
かつぞう

三副議長　廣
ひ ろ せ

瀬 賢
けんいち

一
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◇
一
般
会
計
（
第
４
号
）　　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６

０
３
５
万
６
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
84
億
９
６
６
７
万
１

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ク
リ
ー

ン
ポ
ー
ト
・
き
ぬ
基
幹
的
設
備
改

良
事
業
に
よ
る
下
妻
地
方
広
域
事

務
組
合
負
担
金
を
含
む
清
掃
費
２

億
１
０
３
万
９
０
０
０
円
。
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
を
含
む
社
会

福
祉
費
４
５
０
１
万
２
０
０
０

円
。
町
税
過
誤
納
還
付
金
、
標
準

地
鑑
定
評
価
委
託
料
を
含
む
徴
税

費
９
０
１
万
４
０
０
０
円
。
給
食

セ
ン
タ
ー
光
熱
水
費
を
含
む
保
健

体
育
費
６
８
２
万
９
０
０
０
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
３

０
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
17

億
６
５
２
８
万
８
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
費
、
高
額
医
療
合
算

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

● 

補
正
予
算

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
（
第
１
号
）　

　

歳
入
歳
出
の
増
減
は
な
く
、
歳

出
予
算
の
組
み
替
え
を
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
第
１
工

区
区
画
整
理
事
業
費
の
補
償
補ほ

て

ん填

及
び
賠
償
金
を
増
額
し
、
委
託
料

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意　

　

現
委
員
の
大
久
保
一
衛
さ
ん

(

根
ノ
谷)
が
12
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
再
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
監
査
委
員
の
選
任
同
意　

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
上
野
政
男

さ
ん(

坪
井)

を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

● 

人　

事

　

町
長
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ

る
と
の
声
が
聞
か
れ
た
の
で
、
私

は
３
月
議
会
で
町
長
の
健
康
状
態

の
こ
と
を
質
問
し
、
町
長
か
ら
は

健
康
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
９
月
に
入
り
、
町
長
の
姿

が
見
え
な
い
と
聞
か
れ
、
そ
の
う

ち
町
長
が
入
院
し
て
い
る
と
の
噂

が
流
れ
ま
し
た
。
10
月
に
中
結
城

地
区
老
人
会
に
よ
る
芸
能
の
つ
ど

い
が
行
わ
れ
た
際
に
は
町
長
の
代

理
と
し
て
副
町
長
が
出
席
し
た
の

で
、
町
長
の
入
院
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り
し
な
い
話

で
し
た
。
そ
の
２
日
後
に
議
会
事

務
局
か
ら
、
町
長
が
10
月
中
は
休

み
と
な
る
連
絡
が
あ
り
、
一
旦
公

務
に
復
帰
し
ま
し
た
が
、
11
月
に

再
度
、
検
査
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

町
長
の
健
康
状
態
と
再
入
院
の
予

定
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
９
名
が
登
壇

町　

長　

今
回
の
入
院
に
つ
い
て

は
議
員
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
心
配

を
お
掛
け
し
、
心
か
ら
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
体
調

も
良
好
で
、
医
師
か
ら
も
お
墨
付

き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
健
康
に
留
意

し
、
町
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

八
千
代
工
業
団
地
は
西
地
区
に

ま
だ
企
業
進
出
が
決
ま
っ
て
い
な

い
状
態
で
す
。
雇
用
の
確
保
、
人

口
の
増
加
、
税
収
の
確
保
の
た
め

に
も
、
町
長
と
副
町
長
が
自
ら

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
一
日

も
早
い
企
業
進
出
に
向
け
て
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

八
千
代
工
業
団
地
の
東

地
区
で
は
モ
ス
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

が
９
月
に
操
業
を
開
始
し
、
国
産

機
械
株
式
会
社
も
令
和
２
年
夏
に

工
場
が
完
成
し
、
操
業
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
今
後
、
新
工
場
で

町
長
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

小島 由久 議員

の
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
地
元

企
業
と
近
隣
高
校
と
の
就
職
情
報

交
換
会
の
開
催
や
新
規
学
卒
者
雇

用
促
進
奨
励
金
の
活
用
な
ど
の
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

西
地
区
は
分
譲
面
積
が
４
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
工
業
団
地
内

で
最
も
広
い
面
積
と
な
り
ま
す
。

基
本
的
に
は
１
区
画
で
分
譲
す
る

考
え
で
す
が
、
企
業
側
の
要
望
に

応
じ
２
区
画
で
の
分
譲
な
ど
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
長
就
任
以
来
、
日
野
自
動
車

株
式
会
社
や
そ
の
関
連
企
業
と
の

情
報
交
換
を
行
い
、
ま
た
、
県
や

県
開
発
公
社
と
連
携
し
、
企
業
へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

副
町
長
に
は
県
職
員
時
代
の
つ

な
が
り
を
活
か
し
企
業
誘
致
や

助
成
金
の
確
保
を

答弁をする谷中町長
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知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任
保

険
事
業
」
に
関
す
る
方
向
性
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

平
成
31
年
３
月

末
現
在
で
の
認
知
症
高
齢
者
数

は
軽
度
か
ら
重
度
ま
で
含
め
て

５
９
８
名
、
介
護
認
定
者
の
68
・

３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
対
策
事

業
と
し
て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
支
え
る
つ
な
が
り
を
支
援

す
る
交
流
の
た
め
の
認
知
症
カ

フ
ェ
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
ち

よ
」
を
毎
月
２
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
へ
の
正
し
い

理
解
を
支
援
す
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
31
年
３
月
末
現
在
で

１
５
７
０
名
の
養
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
認
知
症

講
演
会
の
開
催
や
男
性
を
対
象
と

し
た
認
知
力
、
筋
力
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
認
知
症
に
よ
る
徘
徊

は
２
名
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
そ
の
日
の
う
ち
に
発
見

さ
れ
、
無
事
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

徘
徊
の
対
策
と
し
て
、
県
が
主
体

と
な
り
行
っ
て
い
る
「
茨
城
県
お

か
え
り
マ
ー
ク
」
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
等
に
よ
り
徘
徊
の
恐
れ
が

あ
る
人
を
事
前
に
登
録
し
て
お
く

と
登
録
番
号
の
入
っ
た
「
お
か
え

り
マ
ー
ク
」
が
配
布
さ
れ
、
そ
れ

を
身
の
回
り
の
物
に
付
け
て
お
く

こ
と
で
、
警
察
に
保
護
さ
れ
た
場

合
に
本
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
当
町
で
は
現
在
２
名
登

録
し
て
い
ま
す
。

　

「
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償

責
任
保
険
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
認
知
症
高
齢
者
数
の
推
移

や
家
族
形
態
の
変
化
な
ど
に
対
応

し
た
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
、

県
内
市
町
村
の
動
向
や
先
進
事
例

の
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
予
防
に
つ
い
て

・
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

　

政
府
は
認
知
症
施
策
推
進
大
綱

を
取
り
ま
と
め
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活
を

過
ご
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
共
生

と
予
防
を
二
本
柱
と
す
る
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。
当
町
の
高
齢
者
認

知
症
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
の
一
つ
に
徘は

い
か
い徊

が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
症
の
人
が

徘
徊
を
し
た
こ
と
に
よ
り
第
三
者

に
対
し
て
損
害
を
与
え
て
し
ま

い
、
家
族
を
含
め
て
損
害
賠
償
責

任
に
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、

他
自
治
体
で
は
「
認
知
症
高
齢
者

等
個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
、
保
険
に
自
治
体

が
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
の
暮
ら
し
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
け

る
認
知
症
高
齢
者
に
よ
る
徘
徊
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
と
、
「
認 増田 光利 議員

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
、
県

道
の
改
良
整
備
や
筑
西
幹
線
道
路

整
備
を
引
き
続
き
推
進
し
、
ま
た
、

幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
で
も

あ
る
町
道
の
整
備
を
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
移
動

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
路

線
バ
ス
な
ど
既
存
の
公
共
交
通
の

維
持
や
、
来
年
度
か
ら
開
始
予
定

の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

先
日
、
境
町
が
日
本
に
滞
在
し

て
い
た
ロ
ー
マ
法
王
に
特
産
品
で

あ
る
「
さ
し
ま
茶
」
を
献
上
し
た

と
の
新
聞
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。

八
千
代
町
に
も
国
内
有
数
と
思
わ

れ
る
農
地
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

生
産
基
地
と
し
て
生
産
者
、
商
工

業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
町

独
自
の
仕
組
み
づ
く
り
や
６
次
産

業
化
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
町
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

近
年
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
以
前
に
も
増
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農

商
工
連
携
や
６
次
産
業
化
は
、
１

　

安
心
、
安
全
の
町
づ
く
り
に
関

し
て
、
企
業
誘
致
、
住
宅
整
備
、

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
の
町

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

企
業
誘
致
で
は
、
八
千

代
工
業
団
地
へ
の
早
期
誘
致
完
了

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
進

め
て
い
る
第
６
次
総
合
計
画
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

の
中
で
、
新
た
な
工
業
用
地
の
確

保
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
合

理
的
、
計
画
的
な
土
地
利
用
を
推

進
し
、
特
に
市
街
化
区
域
内
の
住

居
系
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
道
路
や

公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
に
よ
り

良
好
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
口
の
定

着
を
図
る
た
め
、
当
町
で
新
生
活

を
始
め
る
世
帯
へ
の
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て 安田 忠司 議員

安
心
、
安
全
、
希
望
の
持
て
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

「茨城県おかえりマーク」で
本人の特定につながります

見 本
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日
本
ト
イ
レ
研
究
所
が
小
学
生

を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
小

学
生
の
５
人
に
１
人
が
便
秘
状

態
、
２
人
に
１
人
が
学
校
で
排
便

を
し
な
い
と
い
う
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
や
食
生

活
が
多
様
化
す
る
中
、
子
ど
も
の

便
秘
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
背
景

に
は
家
庭
の
生
活
習
慣
や
食
育
の

ほ
か
、
学
校
に
あ
る
ト
イ
レ
が
老

朽
化
し
て
い
る
、
洋
式
化
さ
れ
て

い
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
町
内
の
小
中
学
校
７
校
に

足
を
運
び
、
体
育
館
や
屋
外
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る
ト
イ
レ
の
状
況

を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
学

校
も
き
れ
い
に
整
理
整
頓
、
清
掃

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ド
ア
の

老
朽
化
や
水
漏
れ
、
照
明
が
薄
暗

い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
改
善
す
べ
き

点
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
特
に

気
に
な
っ
た
点
は
悪
臭
が
ひ
ど
い

こ
と
で
し
た
。
体
育
館
や
屋
外
の

ト
イ
レ
は
体
育
の
時
間
や
部
活
動

の
生
徒
が
毎
日
の
よ
う
に
使
用

し
、
ま
た
、
学
校
行
事
で
あ
る
体

育
祭
や
文
化
祭
な
ど
で
は
多
く
の

保
護
者
や
関
係
者
が
来
校
し
、
利

用
率
が
上
が
る
こ
と
か
ら
改
善
を

提
案
し
ま
す
。

教
育
長　

校
舎
外
の
ト
イ
レ
は
町

内
小
中
学
校
７
校
の
う
ち
西
豊

田
小
、
中
結
城
小
、
下
結
城
小
、

八
千
代
第
一
中
、
東
中
の
５
校
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
５
校

の
う
ち
下
結
城
小
と
東
中
が
洋
式

に
な
っ
て
お
り
、
中
結
城
小
は
一

部
が
洋
式
、
残
り
の
西
豊
田
小
、

八
千
代
第
一
中
は
和
式
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
育
館
の
ト
イ
レ
は
小
中
学
校

７
校
全
て
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、

小
学
校
５
校
と
八
千
代
第
一
中
は

ま
だ
和
式
の
ま
ま
で
あ
り
、
東
中

は
一
部
が
洋
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
部
の
ト
イ
レ
は
ド
ア
や
内
装

に
塗
装
の
は
が
れ
な
ど
の
老
朽
化

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
教
育
委
員
会

で
も
把
握
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
順
次
、
校
舎
内
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
優
先
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。こ
れ
ま
で
エ
ア
コ
ン
の
整
備
、

耐
震
補
強
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
、
教
育
環
境
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ト
イ

レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
も
そ
れ
ら

と
同
様
に
順
次
、
計
画
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

今
後
も
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
学
校
生
活
に
取
り
組
み
、

意
欲
的
に
勉
強
や
運
動
に
集
中
で

き
る
よ
う
、
早
急
な
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
体
育
館
・
屋
外
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

大里 岳史 議員

先
の
町
長
選
挙

に
つ
い
て

大久保 敏夫 議員

　

先
の
町
長
選
挙
で
の
元
候
補
者

に
よ
る
公
職
選
挙
法
違
反
に
関
す

る
公
判
で
は
、
町
長
の
同
級
生
が

証
人
に
立
ち
、
置
い
て
い
か
れ
て

し
ま
っ
た
梅
干
し
の
対
処
を
町
長

に
相
談
し
、
町
長
か
ら
は
警
察
に

連
絡
を
す
る
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
く
れ
と
の
返
答
だ
っ

た
、
そ
の
翌
日
に
は
警
官
が
来
て

く
れ
た
と
い
う
内
容
を
述
べ
ま
し

た
。
私
は
二
度
、
こ
の
こ
と
を
質

問
し
ま
し
た
が
、
町
長
か
ら
は
関

係
し
て
い
な
い
と
の
答
弁
で
し

た
。
現
在
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

な
の
か
伺
い
ま
す
。

町　

長　

前
回
も
述
べ
ま
し
た

が
、
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
当
時
は
自
分
の
選

挙
準
備
で
忙
し
く
、
そ
の
こ
と
は

全
然
記
憶
に
な
い
か
ら
で
す
。
同

次
産
品
で
あ
る
農
産
物
の
付
加
価

値
を
高
め
、
収
益
性
の
向
上
や
安

定
を
図
る
た
め
の
有
効
な
方
法
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

農
商
工
連
携
に
つ
い
て
は
、
農

商
工
連
携
促
進
法
に
基
づ
き
農
林

漁
業
者
と
中
小
企
業
者
が
共
同
で

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
支
援
を

行
い
、
産
業
間
連
携
を
強
化
し
地

域
の
活
性
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、
当

町
で
も
精
肉
店
を
営
む
畜
産
農
家

に
よ
る
「
白
菜
メ
ン
チ
カ
ツ
」
や
、

お
茶
の
生
産
者
に
よ
る
「
さ
し
ま

茶
」
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
テ
ィ
ー

バ
ッ
グ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
そ

ば
の
生
産
者
に
よ
る
「
常
陸
秋
そ

ば
」
の
生
そ
ば
が
あ
り
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
進
展
を
目
指
し
、
先
進

地
視
察
や
講
習
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

町　

長　

農
業
は
町
の
基
幹
産
業

で
す
の
で
、
引
き
続
き
「
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
や
ち
よ
」
を
全
国
へ
発
信

す
べ
く
、
起
業
者
の
発
掘
や
取
り

組
み
支
援
の
強
化
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

教
育
環
境
の
整
備
（
義
務
教
育

学
校
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
に
つ

い
て

◀ 八千代第一中学校の

　屋外トイレ

下結城小学校の ▶
　屋外トイレ　.
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下水道事業は清潔な水の循環に深く関係しています

在
で
は
計
画
目
標
年
次
を
令
和

８
年
度
、
計
画
処
理
面
積
を

９
１
０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業

費
総
額
を
２
７
３
億
９
１
６
０
万

円
と
し
て
い
ま
す
。
「
事
業
計
画
」

は
平
成
７
年
度
に
策
定
さ
れ
、
計

画
処
理
面
積
を
49
・
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
事
業
費
を
55
億
６
３
６
９
万

円
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
変
更

を
行
い
、
現
在
で
は
目
標
年
次
を

令
和
５
年
度
、
計
画
処
理
面
積
を

２
５
１
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業

費
を
１
４
７
億
７
６
０
５
万
円
と

し
て
、
県
の
認
可
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

進
捗
状
況
は
、
東
原
地
区
、
若

地
区
、
仁
江
戸
地
区
、
東
蕗
田
地

区
、
蕗
田
地
区
の
整
備
は
概
ね
完

了
し
て
い
て
、
完
了
し
た
区
域
か

ら
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
整

備
面
積
は
平
成
30
年
度
末
時
点

で
２
０
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

り
、
「
事
業
計
画
」
の
計
画
処
理

面
積
２
５
１
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

対
し
て
約
80
％
、
「
全
体
計
画
」

の
計
画
処
理
面
積
９
１
０
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
約
22
％
と
な

り
ま
す
。

　

計
画
よ
り
も
事
業
が
遅
延
し
て

い
る
理
由
と
し
て
、
工
事
費
の
確

保
に
関
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
計
画
策
定
時
よ
り
も
作
業
人

件
費
や
材
料
費
が
値
上
が
り
し
た

こ
と
や
、
国
の
補
助
の
対
象
と
な

る
工
事
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と
な
ど

が
あ
り
、
事
業
の
遅
れ
の
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
ま
で
は
高
野
地

区
、
伊
勢
山
地
区
の
市
街
化
区
域

内
を
整
備
し
、
そ
の
完
了
後
に
伊

勢
山
地
区
の
市
街
化
調
整
区
域
内

と
根
ノ
谷
地
区
の
一
部
、
栗
山
地

区
を
候
補
に
事
業
計
画
を
拡
大
す

る
予
定
で
す
。

　

町
の
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、

す
で
に
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る

地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
供
用
が
開
始
さ
れ
て

い
な
い
地
域
の
住
民
か
ら
は
、「
下

水
道
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
」
「
い
つ
来
る
の
だ
ろ
う
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

当
初
の
工
事
計
画
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
進
捗
率
、
遅
延
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
遅
延
の
理
由
を
説
明
願

い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

公
共
下
水
道
事

業
に
関
す
る
計
画
に
は
「
全
体
計

画
」と
「
事
業
計
画
」が
あ
り
ま
す
。

「
全
体
計
画
」
は
平
成
５
年
度
に

策
定
さ
れ
、
当
初
の
計
画
で
は
計

画
目
標
年
次
を
平
成
22
年
度
、
計

画
処
理
面
積
を
８
３
３
・
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
事
業
費
総
額
を
２
１
９

億
７
４
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
見
直
し
を
行
い
、
現 関 眞幸 議員

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

級
生
が
そ
う
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

も
し
か
し
た
ら
そ
う
な
の
か
な
と

思
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
た

だ
自
分
の
記
憶
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
の
町
長
の
答
弁
を
聞
き
、
答

弁
が
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
し

た
。
警
察
に
は
連
絡
し
て
い
な
い

と
言
っ
て
い
た
の
が
、
な
ぜ
今
日

に
な
っ
て
記
憶
が
定
か
で
は
な

い
、
覚
え
が
な
い
と
い
う
話
に
な

る
の
で
す
か
。

町　

長　

先
程
も
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し

た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
記
憶
に
な
い
と
一
貫
し
て
申
し

上
げ
て
い
ま
す
。

　

老
人
会
の
行
事
が
行
わ
れ
た

際
、
町
長
の
代
理
と
し
て
副
町
長

が
出
席
し
ま
し
た
。
副
町
長
に
町

長
の
欠
席
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、

申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
と
の
答
え

で
し
た
。
そ
の
後
に
議
会
事
務
局

を
通
じ
て
、
町
長
が
入
院
し
て
い

る
こ
と
が
議
員
に
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
町
長
は
ど
う
か
し
た

の
か
と
副
町
長
に
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
個
人
情
報
に
関
す
る
こ
と
な

の
で
答
え
ら
れ
な
い
と
の
返
事
で

し
た
。
町
長
職
の
よ
う
な
公
人
は
、

病
名
な
ど
は
伏
せ
ら
れ
て
も
入
院

先
は
知
ら
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

副
町
長　

町
長
の
入
院
に
つ
い
て

は
、
病
気
と
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
部
分
で
あ
る
と
判
断
し

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し

た
。
ま
た
、
町
の
顧
問
弁
護
士
に

も
確
認
し
ま
し
た
が
、
個
人
の
病

気
と
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
れ
ば
公
表
の
義
務
は

生
じ
な
い
と
の
見
解
で
し
た
。

町　

長　

町
民
の
方
々
に
お
騒
が

せ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
入
院
先
は
伏
せ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
執
行
部
の
選
挙
対
応
に
つ
い
て
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道
路
か
ら
、
当
町
の
水
口
地
内
と

古
河
市
南
間
中
橋
地
内
を
通
り
、

八
千
代
高
校
南
側
十
字
路
の
広
域

農
道
へ
と
接
続
す
る
計
画
の
道
路

で
す
。

　

現
在
の
状
況
は
、
平
成
27
年
度

に
古
河
市
内
の
工
事
区
間
を
県
が

道
路
改
良
工
事
を
行
い
、
供
用
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度

に
は
、
水
口
地
区
内
を
県
が
道
路

改
良
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
通

り
抜
け
で
き
な
い
た
め
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度

に
は
、
関
係
地
権
者
に
対
す
る
説

明
会
と
路
線
測
量
及
び
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

道
路
改
良
工
事
計
画
の
原
案
と
な

る
道
路
詳
細
設
計
も
作
成
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
に
は
、
説
明
会

と
用
地
測
量
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
交
渉
を
重
ね

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後

の
予
定
で
は
用
地
交
渉
を
行
い
、

用
地
交
渉
が
完
了
す
れ
ば
盛
土
整

地
工
事
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

　

事
業
の
現
状
の
課
題
と
し
て

は
、
地
権
者
に
用
地
測
量
の
た
め

の
現
地
立
会
い
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、
事
業
に
伴
い
残
る
土

地
の
形
状
が
悪
く
な
っ
て
し
ま

い
、
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
事
業

の
同
意
が
得
ら
れ
ず
現
地
立
会
い

を
終
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
こ

と
で
す
。
町
と
し
て
も
早
急
に
工

事
着
手
で
き
る
よ
う
、
最
大
限
に

県
へ
の
協
力
を
行
い
、
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
に
つ
い
て

　

八
千
代
高
校
か
ら
古
河
名
崎
工

業
団
地
に
抜
け
る
県
道
つ
く
ば
古

河
線
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
地
権
者
の
境
界
立
会
い
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
数
名
の
方
が

立
会
い
を
行
っ
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
立
会
い

拒
否
の
理
由
は
、
事
業
自
体
に
賛

成
を
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
八
千
代
町
も
積
極
的
に
事
業

主
体
で
あ
る
県
と
協
議
を
行
い
、

早
急
に
工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う

尽
力
を
す
べ
き
で
す
。
そ
こ
で
、

県
道
つ
く
ば
古
河
線
バ
イ
パ
ス
の

整
備
状
況
、
早
期
開
通
に
向
け
て

の
現
状
の
課
題
と
そ
の
解
決
に
向

け
た
町
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

「
県
道
つ
く
ば

古
河
線
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
」
は

筑
西
幹
線
道
路
の
関
連
事
業
と
し

て
、
古
河
名
崎
工
業
団
地
南
側
に

位
置
す
る
柳
橋
恩
名
線
の
４
車
線 水垣 正弘 議員

県
道
つ
く
ば
古
河
線
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

一部が未整備の県道つくば古河線バイパス
（古河市名崎）

る
現
況
値
に
つ
い
て
、
今
後
の
推

進
対
策
と
し
て
条
例
を
制
定
し
て

基
本
と
な
る
考
え
方
を
よ
り
高
い

位
置
付
け
で
町
全
体
に
浸
透
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
の
で
、
そ
の
見
解
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

町
で
は
、
男
女

共
同
参
画
意
識
の
啓
発
と
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
20
年
に
八
千
代
町
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
町
民
の
意
識
啓
発
を
目
的
に

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
演
会

や
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
現
在

の
プ
ラ
ン
が
期
間
満
了
と
な
る
た

め
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
第
２
次
プ
ラ

ン
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

数
値
目
標
に
対
す
る
現
況
値
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
４
月
現
在
、

審
議
会
等
で
の
女
性
の
構
成
割
合

は
14
・
８
％
、
委
員
会
等
の
女
性

の
構
成
割
合
は
15
・
２
％
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
県
内
市
町
村
平

均
は
、
平
成
30
年
４
月
現
在
、
審

　

将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
女

性
や
男
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
当

て
は
め
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
一

人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
個
性
や

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会

づ
く
り
を
目
指
す
「
男
女
共
同
参

画
」
と
い
う
取
り
組
み
が
国
の
方

針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
22
年
に
「
八
千

代
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

対
す
る
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
プ
ラ
ン
で
は
数
値
目
標

と
し
て
、
町
の
審
議
会
等
で
の
女

性
の
割
合
を
平
成
26
年
当
時
で

11
・
９
％
で
あ
っ
た
も
の
を
令
和

２
年
ま
で
に
30
％
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
町
の
取
り
組

み
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、

審
議
会
等
で
の
女
性
委
員
の
割
合

を
30
％
と
し
た
数
値
目
標
に
対
す 野村 勇 議員

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
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教
室
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
特
別

教
室
へ
の
設
置
は
実
施
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
エ
ア
コ
ン
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
当
然
理
解
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
老
朽
化
な
ど
に
よ

り
改
修
が
必
要
な
学
校
施
設
が

残
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
全
体
で

捉
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
体
育
館
の
雨
ど
い
の
改
修
に

つ
い
て
も
同
様
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

教
育
長　

児
童
、
生
徒
が
安
心
し

て
意
欲
的
に
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
課
題

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
か
ら
安
静
小
学
校
体

育
館
の
雨
ど
い
が
非
常
に
悪
い
の

で
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
っ
た
た
め
、
早
速
学
校
に

見
に
行
き
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
管

の
部
分
が
割
れ
て
お
り
、
鉄
管
の

部
分
も
腐
食
し
て
い
て
途
中
か
ら

な
い
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
教
頭

先
生
と
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
中
学

校
の
特
別
教
室
に
は
エ
ア
コ
ン
が

あ
る
の
に
、
小
学
校
に
は
エ
ア
コ

ン
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
対
す
る
教

育
委
員
会
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長　

町
内
小
学
校
５
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
に
児
童
の
健
康
管
理
や

勉
強
に
集
中
で
き
る
学
習
環
境
の

整
備
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
２
学
期
か
ら
稼
働
し
て
い
る

状
況
で
す
。
こ
の
工
事
で
は
、
児

童
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
普
通 大久保 武 議員

安
静
小
学
校
の
学
校
施
設
に
つ
い
て

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
議
会
の
傍

聴
や
施
設
見
学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
各
種
団
体
や
学

校
の
社
会
科
見
学
な
ど
に
お

取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
３
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
２

月
下
旬
に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

議場内の傍聴席

議
会
を

　

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

議
会
等
で
の
女
性
の
構
成
割
合
が

26
・
０
％
、
委
員
会
等
の
女
性
の

構
成
割
合
が
12
・
６
％
で
あ
り
、

審
議
会
等
で
の
割
合
が
県
内
市
町

村
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
女
性
委
員
の
さ
ら
な
る
登
用

が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
条
例
の
制
定
状
況
は
、
平
成
30

年
４
月
現
在
、
25
市
町
村
で
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
は
未
制
定

で
す
が
、
プ
ラ
ン
の
中
で
「
男
女

の
人
権
の
尊
重
」
「
社
会
制
度
・

慣
行
へ
の
配
慮
、
多
様
な
生
き
方

の
選
択
」
「
政
策
等
の
立
案
及
び

決
定
へ
の
共
同
参
画
」
「
家
庭
生

活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の

両
立
」
「
国
際
的
協
調
」
の
５
つ

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
新
し
く
策
定
す
る

第
２
次
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
さ
ら

な
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
条
例
の
制
定
に
向

け
た
調
査
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

健
康
で
長
生
き
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

・ 

高
齢
社
会
に
お
け
る
日
常
生
活

を
支
え
る
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て

  

請
願
・
陳
情
は

 

ど
な
た
で
も

 

提
出
で
き
ま
す

　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
な
ど
公
共

機
関
に
対
す
る
要
望
を
議
会

に
訴
え
る
手
段
の
こ
と
で

す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で

は
提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い

が
異
な
り
ま
す
。

・
請
願

　

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
議

員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
所
管
す
る
常

任
委
員
会
で
審
議
し
ま
す
。

・
陳
情

　

議
員
の
紹
介
は
不
要
で

す
。

　

提
出
さ
れ
た
陳
情
の
写
し

を
全
議
員
に
配
布
し
ま
す
。

　
※ 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

途中で割れている雨どいの管
（安静小学校体育館）

広報やちよ№ 724　2020.2 月号　　　18



広報やちよ№ 724　2020.2 月号　　　19

　
　

「
常
任
委
員
会
」
と
は
？

　

八
千
代
町
議
会
で
は
３
つ
の
常

任
委
員
会
を
置
き
、
主
に
本
会
議

で
付
託
さ
れ
る
そ
の
部
門
に
属
す

る
予
算
、
決
算
、
請
願
・
陳
情
な

ど
の
審
査
を
し
て
い
ま
す
。

・
総
務
常
任
委
員
会

　

秘
書
公
室
、
総
務
部
、
企
画

財
政
部
及
び
会
計
課
の
所
管
に

関
す
る
事
項
並
び
に
他
の
常
任

委
員
会
に
属
し
な
い
事
項

・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

保
健
福
祉
部
及
び
教
育
委
員

会
の
所
管
に
関
す
る
事
項

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

産
業
建
設
部
及
び
農
業
委
員

会
の
所
管
に
関
す
る
事
項

　
　

「
一
部
事
務
組
合
」
と
は
？

　

複
数
の
普
通
地
方
公
共
団
体
等

が
、
事
務
の
一
部
を
共
同
処
理
す

る
た
め
に
設
け
る
団
体
の
こ
と
で

す
。

　
　

「
広
域
連
合
」
と
は
？

　

様
々
な
広
域
的
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
権
限
移
譲
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
備
す
る
団
体
で
す
。

委員長

大久保 武

議
会
の
構
成

各
委
員
会
等
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

各
委
員
会
等
の
目
的
と
役
割

総
務
常
任
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

：
宮
本 

直
志

　

副
委
員
長
：
増
田 

光
利

　

委
員　
　

：
上
野 

政
男

　
　
　
　
　
　

生
井 

和
巳

　
　
　
　
　
　

小
島 

由
久

　
　
　
　
　
　

大
久
保 

敏
夫

○
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

：
廣
瀬 

賢
一

　

副
委
員
長
：
大
里 

岳
史

　

委
員　
　

：
大
久
保 

武

　
　
　
　
　
　

水
垣 

正
弘

　
　
　
　
　
　

宮
本 

直
志

○ 

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

大
里 

岳
史

　
　
　
　
　
　

大
久
保 

敏
夫

○ 

下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員

　
　
　
　
　
　

上
野 

政
男

　
　
　
　
　
　

生
井 

和
巳

　
　
　
　
　
　

水
垣 

正
弘

○ 

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

宮
本 

直
志

副委員長

安田 忠司

委員

廣瀬 賢一

委員

上野 政男

委員

宮本 直志

教
育
民
生
常
任
委
員
会委員長

大里 岳史

副委員長

関 眞幸

委員

小島 由久

委員

大久保 敏夫

委員

中山 勝三

委員

増田 光利

産
業
建
設
常
任
委
員
会委員長

水垣 正弘

副委員長

野村 勇

委員

生井 和巳

　
　

「
常
任
委
員
会
」
と
は
？

　
　

「
広
域
連
合
」
と
は
？

　
　

「
一
部
事
務
組
合
」
と
は
？
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１
月
25
日
、
今
年
度
30
歳

を
迎
え
る
町
内
小
・
中
学
校

卒
業
者
を
対
象
と
し
て
、
ビ
・

ア
ー
ン
ジ
ュ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
で

「
ふ
る
さ
と
八
千
代
カ
ミ
ン
グ

デ
ィ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
八
千
代
の
魅
力
を
再

認
識
し
、
地
元
と
の
交
流
や
Ｕ

タ
ー
ン
の
推
進
な
ど
を
目
的

に
、
平
成
28
年
度
か
ら
開
催
さ

れ
、
今
回
で
４
回
目
を
迎
え
ま

す
。

　

実
行
委
員
長
の
弦
巻
直
樹
さ

ん
は
「
こ
れ
を
機
に
再
び
交
流

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
」と
あ
い
さ
つ
。
当
日
は
、

１
０
９
人
が
出
席
し
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
笑
み
を
浮
か
べ
、

お
互
い
の
現
況
や
思
い
出
話
し

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。ま
た
、

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
や

八
千
代
町
版
る
る
ぶ
、
町
公
式

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
チ
ラ
シ
が
配
布

紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
行
わ
れ
た
ビ
ン

ゴ
大
会
で
は
、
八
千
代
町
産
の

お
米
を
使
っ
た
日
本
酒
「
け
の

川
」
を
は
じ
め
と
し
た
町
の
名

産
品
が
景
品
と
し
て
贈
呈
。　
　

　
こ
の
集
い
で
再
び
生
ま
れ
た

縁
が
、
町
の
明
る
い
未
来
へ
と

繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

ふるさと八千代

            カミングディ～ 30 歳の大同窓会～

参加した 109 人の皆さん

実行委員長の弦巻直樹さん




